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　不動産管理戸数 1万 2000 戸を突破したGood グループは、2022 年までの新たな中期
経営計画をスタートさせた。計画の柱となるのはヒトの育成と最大効率化を図る “不動
産の IT 化”。合言葉に “不動産× IT ×ヒト” を掲げ、他の追随を許さない組織を「必ず
つくりあげる」と牧野社長は意気込む。
　成長のカギを握るのは、基軸の管理事業を中心に賃貸仲介・売買仲介・リノベーショ
ンなどグループ事業の底上げ。金融や保険、相続コンサルへの展開も視野に入れた今、
Good グループは不動産の総合サービス企業へと変貌を遂げようとしている。

Start Up
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牧
野　

た
だ
、
こ
こ
で
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
Ｉ
Ｔ

の
仕
組
み
を
作
る
の
も
、
そ
れ
を

使
っ
て
い
く
の
も
ヒ
ト
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
今

ま
で
以
上
に
人
材
教
育
に
力
を
注

い
で
い
き
ま
す
。

　

―
人
材
育
成
で
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

牧
野　

人
間
力
と
提
案
力
で
す

ね
。
提
案
力
を
伸
ば
す
に
は
、
知

識
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
結
局
、
売
買
し
か
知
ら

な
い
人
は
売
買
の
提
案
し
か
で
き

な
い
、
管
理
の
知
識
し
か
な
い
と

管
理
の
提
案
し
か
で
き
な
い
。
金

融
も
同
様
で
す
。

　

新
し
い
情
報
の
提
供
や
提
案
が

で
き
な
い
と
、
た
だ
の
物
売
り
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
良
い
物
件
が

あ
っ
て
も
、極
端
な
話
、オ
ー
ナ
ー

様
か
ら
し
た
ら
「
メ
ー
ル
で
い
い

よ
」
と
な
り
ま
す
が
、「
こ
の
担

当
者
と
話
せ
ば
、
面
白
い
情
報
を

聞
け
る
」
と
分
か
れ
ば
、「
ぜ
ひ

会
い
に
来
て
欲
し
い
」
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
。
そ
う
し
た
知
識
や

情
報
を
社
内
で
共
有
で
き
る
よ
う
、

会
社
と
し
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

―
採
用
す
る
際
に
注
意
し
て
い

る
ポ
イ
ン
ト
は
。

　

牧
野　

ま
じ
め
で
、
誠
実
で
、

　

―
中
期
経
営
計
画
の
柱
は
「
不

動
産
×
Ｉ
Ｔ
×
ヒ
ト=

Ｇ
ｏ
ｏ

ｄ
」
で
す
ね
。

　

牧
野　

当
社
の
５
年
後
、
１
０

年
後
の
成
長
を
描
く
上
で
、
大
き

な
テ
ー
マ
は
な
ん
だ
ろ
う
、
と
考

え
た
時
に
、
こ
の
言
葉
を
選
び
ま

し
た
。

「
不
動
産
が
Ｉ
Ｔ
と
つ
な
が
る
と
、

も
っ
と
不
動
産
は
身
近
に
な
る
」

「
不
動
産
が
ヒ
ト
と
つ
な
が
る
と
、

も
っ
と
不
動
産
は
面
白
く
な
る
」

「
不
動
産
が
Ｉ
Ｔ
と
ヒ
ト
と
つ
な

が
る
と
、
も
っ
と
不
動
産
は
Ｇ
ｏ

ｏ
ｄ
に
な
る
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

―
「
Ｉ
Ｔ
」
と
「
ヒ
ト
」
が
キ
ー

ワ
ー
ド
で
す
か
。

　

牧
野　

そ
う
で
す
ね
。
今
後
、

当
社
が
成
長
し
て
い
く
上
で
、「
Ｉ

Ｔ
」
と
「
ヒ
ト
」
が
重
要
な
柱
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
不
動
産
と
Ｉ

Ｔ
を
掛
け
合
わ
せ
て
業
務
の
効
率

化
を
図
る
と
と
も
に
、
ス
タ
ッ
フ

の
教
育
に
力
を
入
れ
る
、
優
秀
な

人
材
の
獲
得
な
ど
「
ヒ
ト
」
に
力

を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

不
動
産
に
掛
け
合
わ
せ
る
順
番

は
、ま
ず
「
Ｉ
Ｔ
」、次
に
「
ヒ
ト
」

に
す
る
の
が
結
構
重
要
で
、
当
社

な
ら
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

―
な
ぜ
、
先
に
Ｉ
Ｔ
を
掛
け
合

わ
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

努
力
を
惜
し
ま
な
い
、
と
い
う
点

で
す
。
そ
う
し
た
人
材
が
常
に
情

報
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
、
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
れ
ば
、
提

案
力
や
人
間
力
は
必
ず
身
に
つ
き

ま
す
。

　

当
社
は
現
在
、
不
動
産
の
枠
に

と
ら
わ
れ
な
い
、
金
融
や
保
険
、

相
続
に
も
対
応
で
き
る
「
不
動
産

の
総
合
サ
ー
ビ
ス
企
業
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
目
指
す
理
由
は
２

つ
あ
っ
て
、
１
つ
は
賃
貸
・
管
理
・

売
買
・
仲
介
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

相
続
・
金
融
資
産
の
提
案
・
シ
ニ

ア
事
業
な
ど
総
合
的
に
な
る
こ
と

で
、
今
ま
で
以
上
に
オ
ー
ナ
ー
様

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

今
後
、
福
岡
で
の
物
件
供
給
が

増
え
、
入
居
率
が
悪
く
な
れ
ば
、

家
賃
も
下
が
り
、
オ
ー
ナ
ー
様
の

収
益
も
下
が
り
ま
す
。
私
た
ち
の

管
理
事
業
は
オ
ー
ナ
ー
様
か
ら
い

た
だ
く
フ
ィ
ー
収
入
を
基
盤
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
た
め
に
も
、

競
争
力
の
あ
る
物
件
に
し
て
い
く

提
案
が
必
要
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
管
理
戸
数
の
増
加

や
業
務
効
率
化
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

を
図
り
、
オ
ー
ナ
ー
様
の
負
担
を

少
し
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
、
補
っ

て
い
き
ま
す
が
、
補
う
だ
け
で
は

支
持
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
そ

　

牧
野　

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
不
動
産
Ｔ
Ｅ

Ｃ
、
Ｆ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｃ
、
最
近
で
は

Ａ
Ｉ
の
勢
い
も
す
ご
い
で
す
が
、

そ
れ
ら
は
新
サ
ー
ビ
ス
や
ア
ナ
ロ

グ
の
業
務
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
仕

組
み
で
も
あ
り
ま
す
。
当
社
も
ま

ず
は
「
事
業
の
最
大
効
率
化
」
を

図
っ
て
、
少
な
い
人
数
で
多
く
の

業
務
を
こ
な
せ
る
環
境
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
件
費
や
管

理
費
を
抑
制
で
き
、
安
定
し
た
成

長
の
素
地
を
築
け
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
化
は
オ
ー
ナ
ー
様

や
お
客
様
に
リ
ア
ル
な
情
報
を
す

べ
て
伝
え
る
手
段
で
も
あ
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
一
般
的
に
不
動
産

会
社
は
悪
い
情
報
を
隠
す
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て

も
、
オ
ー
ナ
ー
様
に
報
告
し
な
い
、

結
果
的
に
グ
レ
ー
で
怪
し
い
印
象

を
与
え
て
い
る
の
で
、
ア
プ
リ
や

諸
々
の
技
術
を
駆
使
し
て
そ
の
部

分
を
改
善
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
家
賃
の
滞
納
、
水
回
り
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
私
た
ち
が
知
っ
て

い
る
情
報
と
、
オ
ー
ナ
ー
様
が

知
っ
て
い
る
情
報
の
格
差
を
な
く

し
て
、
リ
ア
ル
性
を
追
求
す
る
。

こ
れ
が
Ｉ
Ｔ
化
の
狙
い
で
す
。
そ

の
次
に
ヒ
ト
を
掛
け
合
わ
せ
る
の

で
す
。

　

―
Ｉ
Ｔ
と
ヒ
ト
、
順
番
が
大
事

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

こ
で
、
現
在
準
備
し
て
い
る
総
合

事
業
を
成
長
エ
ン
ジ
ン
に
据
え
て
、

ゆ
っ
く
り
と
走
ら
せ
て
い
き
ま
す
。

複
数
の
事
業
体
で
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
オ
ー
ナ
ー
様
か
ら
の
多
種

多
様
な
要
望
に
応
え
ら
れ
る
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

―
も
う
一
点
は
。

　

牧
野　

ヒ
ト
が
育
て
ら
れ
る
環

境
を
整
え
る
た
め
で
す
。
例
え
ば
、

賃
貸
仲
介
事
業
に
合
わ
な
い
人
が

他
の
事
業
部
に
移
れ
る
受
け
皿
が

で
き
ま
す
。
先
程
、
採
用
は
ま
じ

め
で
誠
実
で
努
力
を
惜
し
ま
な
い

人
を
重
視
し
て
い
る
、
と
言
い
ま

し
た
が
、
そ
う
い
う
人
た
ち
は
仲

介
や
管
理
で
結
果
を
残
せ
な
く
て

も
、
他
の
事
業
部
に
移
れ
ば
、
必

ず
結
果
を
残
せ
る
素
地
は
あ
る
と

思
う
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
い
つ
か
当
社
が
運
営

す
る
カ
フ
ェ
や
飲
食
店
を
つ
く
る

の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
入

居
者
様
や
オ
ー
ナ
ー
様
が
無
料
で

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
先
に
、
最
終

的
に
は「
不
動
産
」を
外
し
て
、「
総

合
サ
ー
ビ
ス
企
業
」
に
な
っ
て
い

く
の
が
私
の
夢
で
す
。
今
は
そ
う

な
る
前
の
、
将
棋
で
言
う
と
こ
ろ

の
ま
だ
ま
だ
序
盤
戦
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
ね
。

糸島市出身。1974年9月23日生まれの43歳。福岡大学工学部卒。㈱ミゾ
タ、㈱ディックスクロキを経て、09年3月㈱DIXの社長に就任。12年8月に
現社名に変更した

代表取締役
牧野 修司

不動産がＩＴとつながると、
　　　もっと不動産は身近になる

不動産がヒトとつながると、
　　　もっと不動産は面白くなる

不動産がＩＴとヒトとつながると、
　　もっと不動産はＧｏｏｄになる

不動産
×

ＩＴ
×

ヒト
=

 Ｇｏｏｄ
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「不動産の総合サービス企業」への道
事業責任者が語る

専務取締役
 稲富 誠治

㈱ Good Life 福岡
取締役部長
 石松 豊

㈱ Good ホームデザイン
リノベーション事業部長
 谷﨑 誠

　これまで、誠実に取り組むことで少しずつ信頼を得て管
理のご紹介をいただいて参りました。5 年間で掲げる管理戸
数の目標「2 万戸」を達成するためには、創業以来築いてき
た、物件を安心してお任せいただいている信頼を守るのと同
時に、スピード・クオリティの追求、オーナー様１人１人に
担当者が付く担当制など他社との差別化に磨きをかけてい
きます。
　また、仲介店舗のエリア拡大や売買、リノベーションなど
の総合力を活かした提案ができる仕組みづくりにも、当社
では着手しています。管理戸数が増えることでのスケールメ
リットや IT やアプリを駆使したコストの削減、「見える化」
による透明性など、今まで以上にオーナー様をバックアップ
できる体制を整えるとともに、「情報発信」にも力を入れて

「Good グループの良さ」を広めることで管理戸数を伸ばして
いきたいと思います。

　管理を増やすためには、地域に根付いた仲介店舗があるこ
とが重要なので、現在福岡市内に展開している 6 店舗の仲介
店舗を、5 年以内に 10 店舗に増やす計画です。店舗とお客
様との情報格差がなくなり、物件提供が仲介手数料の対価と
いえる時代は終わりました。「ヒトを選ぶ」時代が訪れたこ
とで、来店されたお客様の生涯寄り添えるような接客に力を
注いでいきます。
　仲介会社の至上命題はお預かりしている管理物件の空室
を無くすことなので、当社なりのスタイルでそのご要望に最
大限お答えするつもりです。また、今年から進めているシニ
ア事業も、3 年後には本格始動する予定です。将来的な人口
減は管理物件の入居率に大きく影響してくるため、健康な高
齢者に管理物件を紹介できる仕組みづくりから着手してい
きたいと思います。

管理

仲介

売買営業部長
 小倉 雅史

事業推進部長
 江原 雅文

　グループが多方面に一枚岩となって
事業を拡大していくためには、社員全

員の意識が共通の方向に進んでいかなければなりません。
現在のグループの合言葉は「人財教育」と「仕組みづく
り」。事業推進部では社員の意識改革や、土台となる社内
システムの構築に取り組んでいます。年度内に稼働する
システムは社員、オーナー様、コールセンター、工事な
どの委託先間で伝達される情報が一元管理できる仕組み
で、最終的にオーナー・入居者向けアプリに活用してい
きます。社内を下支えし、他の事業部が活躍できるよう、
後方支援するのが私たちの役割です。

　不動産売買では IT やアプリを導入して、
個人や市場に左右されない新たな営業スタ

イルの確立を目指します。 
　新たにスタートした会員サイトの「グッドバイヤーズ
クラブ」は、当社が持つ収益物件の売買情報を出し惜し
みなくすべてオーナー様に公開するシステムで、お客様
への情報のリアル性と個人のスキルに頼らない合理性を
突き詰めています。また、他のパートナー企業との連携
強化することで、保険や金融商品をご提案できる仕組み
をつくり、オーナー様への提案機会の損失を防ぎ、売買
仲介に限らず、新たな管理受託にもつなげていきます。

　オーナー様が所有する物件の空室対
策として始めたリノベーション事業で

すが、今後は自社顧客以外へのアプローチも強化します。
自然素材を生かした「無垢部屋」のブランド化だけでな
く、ペットも共住できる物件や建築家がカスタムオーダー
してくれるサービス、外壁改修修理など、ラインナップ
や施工件数のボリュームを増やすことで、サービス全体
の向上につなげたいと考えています。リノベーション事
業はグループが目指す「不動産の総合サービス」の先陣
的役割です。グループへのシナジー効果を意識しながら、
外部に向けてサービスや技術の情報発信をしていきます。

リノベーション

売買

意識改革
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